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(57)【要約】
【課題】回転負荷に応じたトルクでパルセータを回転さ 
せることができる技術を提供する。
【解決手段】洗濯機は、洗濯物を収容する回転槽と、回 
転槽内に配置されたパルセータと、パルセータを回転さ 
せるモータと、制御部と、を備えている。パルセータは 
、モータのトルクにより第１回転方向と、第１回転方向 
と逆方向の第２回転方向とに回転可能であり、パルセー 
タが第１回転方向に回転する際の回転負荷が、パルセー 
タが第２回転方向に回転する際の回転負荷よりも大きい 
。制御部は、パルセータを第１回転方向に回転させる際 
の回転トルクを、パルセータを第２回転方向に回転させ 
る際の回転トルクよりも大きくする。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 濯 物 を 収 容 す る 回 転 槽 と 、
　 前 記 回 転 槽 内 に 配 置 さ れ た パ ル セ ー タ と 、
　 前 記 パ ル セ ー タ を 回 転 さ せ る モ ー タ と 、
　 制 御 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 パ ル セ ー タ は 、 前 記 モ ー タ の ト ル ク に よ り 第 １ 回 転 方 向 と 、 前 記 第 １ 回 転 方 向 と 逆  
方 向 の 第 ２ 回 転 方 向 と に 回 転 可 能 で あ り 、
　 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 が 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記  
第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 よ り も 大 き く 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク を 、 前  
記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク よ り も 大 き く す る 、 洗 濯 機  
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 モ ー タ は 、 単 相 誘 導 モ ー タ で あ り 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る  
際 に 主 コ イ ル と な る 第 １ コ イ ル と 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 に 主  
コ イ ル と な る 第 ２ コ イ ル と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ コ イ ル の 巻 き 線 の 巻 き 数 が 、 前 記 第 ２ コ イ ル の 巻 き 線 の 巻 き 数 よ り も 多 い 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 モ ー タ は 、 単 相 誘 導 モ ー タ で あ り 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る  
際 に 主 コ イ ル と な る 第 １ コ イ ル と 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 に 主  
コ イ ル と な る 第 ２ コ イ ル と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ コ イ ル の 巻 き 線 が 、 前 記 第 ２ コ イ ル の 巻 き 線 よ り も 太 い 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記  
載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 パ ル セ ー タ の 回 転 方 向 を 前 記 第 １ 回 転 方 向 か ら 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に  
切 り 替 え る 際 に 所 定 の 第 １ 非 通 電 期 間 に わ た り 前 記 モ ー タ に 通 電 せ ず 、 前 記 パ ル セ ー タ の  
回 転 方 向 を 前 記 第 ２ 回 転 方 向 か ら 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 切 り 替 え る 際 に 所 定 の 第 ２ 非 通 電 期  
間 に わ た り 前 記 モ ー タ に 通 電 せ ず 、 前 記 第 １ 非 通 電 期 間 を 前 記 第 ２ 非 通 電 期 間 よ り も 長 く  
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 回 転 槽 内 に 収 容 さ れ た 洗 濯 物 を 洗 う 洗 い 行 程 と 、 前 記 洗 い 行 程 の 後 に 、 前 記 回 転 槽  
内 に 収 容 さ れ た 洗 濯 物 を 脱 水 す る 脱 水 行 程 と 、 を 実 行 可 能 な 洗 濯 機 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 洗 い 行 程 で は 前 記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 １ 回 転 方 向 及 び 前 記 第 ２ 回 転  
方 向 に 回 転 さ せ 、 前 記 脱 水 行 程 で は 前 記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ 、 前 記  
脱 水 行 程 に お い て 前 記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク を 、 前  
記 洗 い 行 程 に お い て 前 記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク よ り  
も 小 さ く す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 す る 技 術 は 、 洗 濯 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 洗 濯 機 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ の 洗 濯 機 は 、 洗 濯 物 を 収 容 す る 回 転  
槽 と 、 回 転 槽 内 に 配 置 さ れ て い る パ ル セ ー タ と 、 パ ル セ ー タ を 回 転 さ せ る モ ー タ と を 備 え  
て い る 。 パ ル セ ー タ は 、 第 １ 回 転 方 向 と 、 第 １ 回 転 方 向 と 逆 方 向 の 第 ２ 回 転 方 向 と に 回 転  
可 能 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ６ － ５ １ ７ １ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 パ ル セ ー タ を 備 え る 洗 濯 機 で は 、 パ ル セ ー タ の 形 態 に 起 因 し て 、 パ ル セ ー タ が 第 １ 回 転  
方 向 の 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 が 、 パ ル セ ー タ が 第 ２ 回 転 方 向 の 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 よ り  
も 大 き く な る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 第 １ 回 転 方 向 と 第 ２ 回 転 方 向 で 回 転 負 荷 が 異 な る に  
も か か わ ら ず 、 パ ル セ ー タ を 第 １ 回 転 方 向 と 第 ２ 回 転 方 向 で 同 様 に 回 転 さ せ る と 問 題 が 生  
じ る こ と が あ る 。 例 え ば 、 洗 濯 物 を し っ か り 洗 濯 す る こ と が で き な い こ と や 、 電 力 を 無 駄  
に 消 費 す る こ と が あ る 。 そ こ で 本 明 細 書 は 、 回 転 負 荷 に 応 じ た ト ル ク で パ ル セ ー タ を 回 転  
さ せ る こ と が で き る 技 術 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 す る 洗 濯 機 は 、 洗 濯 物 を 収 容 す る 回 転 槽 と 、 前 記 回 転 槽 内 に 配 置 さ れ た  
パ ル セ ー タ と 、 前 記 パ ル セ ー タ を 回 転 さ せ る モ ー タ と 、 制 御 部 と 、 を 備 え て い る 。 前 記 パ  
ル セ ー タ は 、 前 記 モ ー タ の ト ル ク に よ り 第 １ 回 転 方 向 と 、 前 記 第 １ 回 転 方 向 と 逆 方 向 の 第  
２ 回 転 方 向 と に 回 転 可 能 で あ り 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 の 回 転  
負 荷 が 、 前 記 パ ル セ ー タ が 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 よ り も 大 き い 。 前 記  
制 御 部 は 、 前 記 パ ル セ ー タ を 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク を 、 前 記 パ ル  
セ ー タ を 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク よ り も 大 き く す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 洗 濯 機 を 模 式 的 に 示 す 図 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の モ ー タ の 回 路 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の パ ル セ ー タ を 模 式 的 に 示 す 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の モ ー タ の 通 電 時 間 を 示 す 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 実 施 例 の 洗 濯 機 ２ に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 洗 濯 機 ２ は 、  
筐 体 ４ と 、 筐 体 ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 水 槽 １ ０ と 、 水 槽 １ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 回 転 槽 １  
２ と 、 回 転 槽 １ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る パ ル セ ー タ ３ ０ と を 備 え て い る 。 ま た 、 洗 濯 機 ２ は  
、 水 槽 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 給 水 経 路 ６ ０ 及 び 排 水 経 路 ６ ４ を 備 え て い る 。 ま た 、 洗 濯 機  
２ は 、 筐 体 ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 制 御 部 ５ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 筐 体 ４ は 、 開 閉 可 能 な 扉 ６ を 備 え て い る 。 扉 ６ が 開 閉 す る こ と に よ り 、 水 槽 １ ０ の 開 口  
部 １ ０ ２ 及 び 回 転 槽 １ ２ の 開 口 部 １ ２ ２ が 開 閉 す る 。 筐 体 ４ の 上 部 に は 操 作 パ ネ ル ８ ０ が  
設 け ら れ て い る 。 操 作 パ ネ ル ８ ０ は 、 例 え ば 、 タ ッ チ パ ネ ル か ら 構 成 さ れ て い る 。 操 作 パ  
ネ ル ８ ０ は 、 洗 濯 機 ２ に 関 す る 様 々 な 情 報 を 表 示 可 能 で あ る 。 ま た 、 操 作 パ ネ ル ８ ０ は 、  
洗 濯 機 ２ に 関 す る 様 々 な ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 筐 体 ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 水 槽 １ ０ は 、 水 を 貯 留 可 能 で あ る 。 水 槽 １ ０ 内 に 配 置 さ れ て  
い る 回 転 槽 １ ２ は 、 洗 濯 物 を 収 容 可 能 で あ る 。 回 転 槽 １ ２ は 、 回 転 可 能 な 状 態 で 水 槽 １ ０  
内 に 配 置 さ れ て お り 、 モ ー タ ２ ０ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 。 回 転 槽 １ ２ が 回 転 す る こ と に よ  
り 回 転 槽 １ ２ 内 の 洗 濯 物 が 洗 濯 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 モ ー タ ２ ０ は 、 例 え ば 、 コ ン デ ン サ ラ ン 型 の 単 相 誘 導 モ ー タ で あ る 。 単 相 誘 導 モ ー タ は  
、 主 コ イ ル と 、 主 コ イ ル と 並 列 接 続 さ れ た 補 助 コ イ ル （ 始 動 コ イ ル と も い う ） と 、 補 助 コ  
イ ル と 直 列 接 続 さ れ た コ ン デ ン サ と を 備 え て い る 。 単 相 誘 導 モ ー タ は 、 主 コ イ ル の 電 流 の  
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位 相 と 補 助 コ イ ル の 電 流 の 位 相 と が コ ン デ ン サ に よ っ て ず ら さ れ る こ と に よ り 回 転 子 が 回  
転 す る モ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 例 の モ ー タ ２ ０ は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ と 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ と 、 コ  
ン デ ン サ ２ ６ と を 備 え て い る 。 モ ー タ ２ ０ は 、 第 １ リ レ ー ４ ２ と 第 ２ リ レ ー ４ ４ を 介 し て  
電 源 ４ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 電 源 ４ ０ は 、 例 え ば 、 家 庭 用 の 交 流 電 源 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ コ イ ル ２ ２ と 第 ２ コ イ ル ２ ４ は 、 並 列 接 続 さ れ て い る 。 コ ン デ ン サ ２ ６ は 、 第 １ コ  
イ ル ２ ２ と 第 ２ コ イ ル ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ ２ ０ で は 、 第 １ リ レ ー ４ ２ が オ  
ン で あ り 、 第 ２ リ レ ー ４ ４ が オ フ で あ る 場 合 、 第 １ リ レ ー ４ ２ を 通 じ て モ ー タ ２ ０ に 電 流  
が 流 れ る 。 こ の 場 合 、 コ ン デ ン サ ２ ６ は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ と 並 列 接 続 さ れ 、 第 ２ コ イ ル ２  
４ と 直 列 接 続 さ れ る 。 こ の 状 態 で は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ が 単 相 誘 導 モ ー タ の 主 コ イ ル と な り  
、 第 ２ コ イ ル ２ ４ が 単 相 誘 導 モ ー タ の 補 助 コ イ ル と な る 。 一 方 、 第 １ リ レ ー ４ ２ が オ フ で  
あ り 、 第 ２ リ レ ー ４ ４ が オ ン で あ る 場 合 、 第 ２ リ レ ー ４ ４ を 通 じ て モ ー タ ２ ０ に 電 流 が 流  
れ る 。 こ の 場 合 、 コ ン デ ン サ ２ ６ は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ と 直 列 接 続 さ れ 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ と  
並 列 接 続 さ れ る 。 こ の 状 態 で は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ が 単 相 誘 導 モ ー タ の 補 助 コ イ ル と な り 、  
第 ２ コ イ ル ２ ４ が 単 相 誘 導 モ ー タ の 主 コ イ ル と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 実 施 例 の モ ー タ ２ ０ で は 、 第 １ リ レ ー ４ ２ が オ ン で あ り 、 第 ２ リ レ ー ４ ４ が オ フ で あ る  
場 合 、 第 １ コ イ ル ２ ２ が 主 コ イ ル と な り 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ が 補 助 コ イ ル と な り 、 モ ー タ ２  
０ の 回 転 子 が 正 転 方 向 （ 第 １ 回 転 方 向 ） に 回 転 す る 。 一 方 、 第 １ リ レ ー ４ ２ が オ フ で あ り  
、 第 ２ リ レ ー ４ ４ が オ ン で あ る 場 合 、 第 １ コ イ ル ２ ２ が 補 助 コ イ ル と な り 、 第 ２ コ イ ル ２  
４ が 主 コ イ ル と な り 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 子 が 逆 転 方 向 （ 第 ２ 回 転 方 向 ） に 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 例 の モ ー タ ２ ０ で は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ を 構 成 す る 巻 き 線 の 巻 き 数 が 、 第 ２ コ イ ル ２  
４ を 構 成 す る 巻 き 線 の 巻 き 数 よ り も 多 い 。 ま た 、 第 １ コ イ ル ２ ２ を 構 成 す る 巻 き 線 の 線 径  
が 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ を 構 成 す る 巻 き 線 の 線 径 よ り も 大 き い 。 即 ち 、 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き  
線 が 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ の 巻 き 線 よ り も 太 い 。 こ れ に よ り 、 第 １ コ イ ル ２ ２ が 主 コ イ ル と な  
る と き （ 即 ち 、 モ ー タ ２ ０ が 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る と き ） の ト ル ク が 、 第 ２ コ イ ル ２ ４  
が 主 コ イ ル と な る と き （ 即 ち 、 モ ー タ ２ ０ が 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る と き ） の ト ル ク よ り  
も 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 パ ル セ ー タ ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 パ ル セ ー タ ３ ０  
は 、 本 体 ３ ２ と 、 本 体 ３ ２ に 固 定 さ れ た 複 数 の フ ィ ン ３ ４ と を 備 え て い る 。 本 体 ３ ２ と 複  
数 の フ ィ ン ３ ４ は 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 パ ル セ ー タ ３ ０ は 、 回 転 槽 １ ２ の 底 部 に 固 定  
さ れ て お り 、 モ ー タ ２ ０ の 駆 動 力 に よ り 回 転 槽 １ ２ と 共 に 回 転 す る 。 パ ル セ ー タ ３ ０ が 回  
転 す る こ と に よ り 回 転 槽 １ ２ 内 の 水 が 撹 拌 さ れ る 。 パ ル セ ー タ ３ ０ は 、 第 １ 回 転 方 向 （ 例  
え ば 、 平 面 視 に お い て 右 回 り ） と 、 第 １ 回 転 方 向 と 逆 方 向 の 第 ２ 回 転 方 向 （ 例 え ば 、 平 面  
視 に お い て 左 回 り ） と に 回 転 可 能 で あ る 。 モ ー タ ２ ０ が 正 転 方 向 （ 第 １ 回 転 方 向 ） に 回 転  
す る と パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 し 、 モ ー タ ２ ０ が 逆 転 方 向 （ 第 ２ 回 転 方 向 ）  
に 回 転 す る と パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 パ ル セ ー タ ３ ０ の 本 体 ３ ２ は 、 略 円 盤 状 に 構 成 さ れ て い る 。 複 数 の フ ィ ン ３ ４ は 、 本 体  
３ ２ の 上 面 部 か ら 上 方 に 突 出 し て い る 。 複 数 の フ ィ ン ３ ４ は 、 本 体 ３ ２ の 周 方 向 （ 回 転 方  
向 ） に 間 隔 を あ け て 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。 各 フ ィ ン ３ ４ は 、 平 面 視 に お い て 略 弧 状 に 構  
成 さ れ て お り 、 第 １ 回 転 方 向 を 向 く 凹 面 ３ ６ と 、 第 ２ 回 転 方 向 を 向 く 凸 面 ３ ８ と を 備 え て  
い る 。 凹 面 ３ ６ は 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 に 回 転 槽 １ ２ 内 の 水 の 抵  
抗 を 受 け る 。 凸 面 ３ ８ は 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 に 回 転 槽 １ ２ 内 の  
水 の 抵 抗 を 受 け る 。 こ れ に よ り 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 回 転 す る と き に 回 転 負 荷 が 生 じ る 。 凹  
面 ３ ６ に 作 用 す る 水 の 抵 抗 は 、 凸 面 ３ ８ に 作 用 す る 水 の 抵 抗 よ り も 大 き く な る 。 そ の た め  
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、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 １ 回 転 方 向 の 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 が 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 ２ 回 転  
方 向 の 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 よ り も 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 洗 濯 機 ２ の 給 水 経 路 ６ ０ は 、 上 流 端 が 給 水 源 （ 例 え ば 、 水 道 ） に 接  
続 さ れ て お り 、 下 流 端 が 水 槽 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 給 水 経 路 ６ ０ は 、 給 水 源 か ら 供 給 さ  
れ る 水 を 水 槽 １ ０ 内 に 供 給 す る 。 給 水 経 路 ６ ０ に は 、 給 水 経 路 ６ ０ を 開 閉 す る 給 水 弁 ６ ２  
が 設 け ら れ て い る 。 給 水 弁 ６ ２ が 開 弁 す る と 水 槽 １ ０ 内 に 水 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 排 水 経 路 ６ ４ は 、 上 流 端 が 水 槽 １ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 下 流 端 が 排 水 先 （ 例 え ば 、 排 水  
パ ン ） に 接 続 さ れ て い る 。 排 水 経 路 ６ ４ は 、 水 槽 １ ０ か ら 排 出 さ れ る 水 を 排 水 先 へ 排 出 す  
る 。 排 水 経 路 ６ ４ に は 、 排 水 経 路 ６ ４ を 開 閉 す る 排 水 弁 ６ ６ が 設 け ら れ て い る 。 排 水 弁 ６  
６ が 開 弁 す る と 水 槽 １ ０ 内 の 水 が 排 水 先 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 制 御 部 ５ ０ は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｒ Ａ Ｍ を 備 え て お り 、 所 定 の プ ロ グ ラ ム に 基  
づ い て 洗 濯 機 ２ に 関 す る 様 々 な 制 御 や 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 洗 濯 機 ２ は 、 回 転 槽 １ ２ に 収 容 さ れ て い る 洗 濯 物 を 洗 濯 す る 洗 濯 運 転 を 実 行 可 能  
で あ る 。 洗 濯 運 転 で は 、 例 え ば 、 洗 い 行 程 と 、 洗 い 行 程 の 後 の 脱 水 行 程 と が 実 行 さ れ る 。  
洗 い 行 程 は 、 回 転 槽 １ ２ に 収 容 さ れ て い る 洗 濯 物 を 洗 う 行 程 で あ り 、 脱 水 行 程 は 、 回 転 槽  
１ ２ に 収 容 さ れ て い る 洗 濯 物 を 脱 水 す る 行 程 で あ る 。 な お 、 洗 濯 運 転 で は 、 洗 い 行 程 と 脱  
水 行 程 以 外 の 行 程 が 適 宜 実 行 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 洗 濯 運 転 の 洗 い 行 程 で は 、 制 御 部 ５ ０ が 、 モ ー タ ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 第 １ リ レ ー ４ ２  
と 第 ２ リ レ ー ４ ４ の オ ン と オ フ を 所 定 の 時 間 間 隔 で 切 り 替 え る こ と に よ り 、 モ ー タ ２ ０ の  
回 転 方 向 を 切 り 替 え る 。 こ れ に よ り 、 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 方 向 を 切 り 替 え  
る 。 制 御 部 ５ ０ は 、 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 １ 回 転 方 向 及 び 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転  
さ せ て 洗 い 行 程 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 制 御 部 ５ ０ が 、 第 １ リ レ ー ４ ２ を オ ン に し 、 第 ２ リ レ ー ４ ４ を オ フ に す る  
こ と に よ り 、 モ ー タ ２ ０ を 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ  
ー タ ３ ０ を 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ５ ０ は 、 所 定 の 第 １ 通  
電 期 間 Ｔ １ （ 例 え ば １ ０ 秒 ） に わ た り 第 １ リ レ ー ４ ２ を オ ン に し て 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー  
タ ３ ０ を 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 第 １ リ レ ー ４ ２ を オ フ に し 、 第 ２ リ レ ー ４ ４ を オ ン に す る こ と に  
よ り 、 モ ー タ ２ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３  
０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ５ ０ は 、 所 定 の 第 ２ 通 電 期 間  
Ｔ ２ （ 例 え ば ５ 秒 ） に わ た り 第 ２ リ レ ー ４ ４ を オ ン に し て 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ を  
第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 制 御 部 ５ ０ は 、 洗 い 行 程 に お い て 、 第 １ 通 電 期 間 Ｔ １ （ 第 １ リ レ ー ４ ２ を 通 じ て モ ー タ  
２ ０ に 通 電 す る 期 間 ） を 、 第 ２ 通 電 期 間 Ｔ ２ （ 第 ２ リ レ ー ４ ４ を 通 じ て モ ー タ ２ ０ に 通 電  
す る 期 間 ） よ り も 長 く し て も よ い 。 変 形 例 で は 、 制 御 部 ５ ０ は 、 第 １ 通 電 期 間 Ｔ １ と 第 ２  
通 電 期 間 Ｔ ２ を 同 じ 長 さ に し て も よ い 。 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 第 ２ 通 電 期 間 Ｔ ２ を 第 １ 通  
電 期 間 Ｔ １ よ り も 長 く し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 第 １ 通 電 期 間 Ｔ １ と 第 ２ 通 電 期 間 Ｔ ２ の 間 に 、 第 １ リ レ ー ４ ２ と  
第 ２ リ レ ー ４ ４ の 両 方 を オ フ に す る こ と に よ り モ ー タ ２ ０ に 通 電 し な い 非 通 電 期 間 を も う  
け て も よ い 。 具 体 的 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ５ ０ は 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 方 向 （ 即  
ち 、 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 方 向 ） を 第 １ 回 転 方 向 か ら 第 ２ 回 転 方 向 に 切 り 替  
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え る 際 に 、 所 定 の 第 １ 非 通 電 期 間 Ｔ ３ （ 例 え ば ６ 秒 ） に わ た り 第 １ リ レ ー ４ ２ と 第 ２ リ レ  
ー ４ ４ の 両 方 を オ フ に す る 。 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 方 向 （ 即 ち 、 回 転 槽  
１ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 方 向 ） を 第 １ 回 転 方 向 か ら 第 ２ 回 転 方 向 に 切 り 替 え る 際 に 、  
所 定 の 第 ２ 非 通 電 期 間 Ｔ ４ （ 例 え ば ３ 秒 ） に わ た り 第 １ リ レ ー ４ ２ と 第 ２ リ レ ー ４ ４ の 両  
方 を オ フ に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 制 御 部 ５ ０ は 、 回 転 方 向 を 第 １ 回 転 方 向 か ら 第 ２ 回 転 方 向 に 切 り 替 え る 際 の 第 １ 非 通 電  
期 間 Ｔ ３ を 、 回 転 方 向 を 第 ２ 回 転 方 向 か ら 第 １ 回 転 方 向 に 切 り 替 え る 際 の 第 ２ 非 通 電 期 間  
Ｔ ４ よ り も 長 く し て も よ い 。 変 形 例 で は 、 制 御 部 ５ ０ は 、 第 １ 非 通 電 期 間 Ｔ ３ と 第 ２ 非 通  
電 期 間 Ｔ ４ を 同 じ 長 さ に し て も よ い 。 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 第 ２ 非 通 電 期 間 Ｔ ４ を 第 １ 非  
通 電 期 間 Ｔ ３ よ り も 長 く し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 洗 濯 運 転 の 脱 水 行 程 で は 、 制 御 部 ５ ０ が 、 第 １ リ レ ー ４ ２ を オ フ に し 、 第 ２ リ レ ー ４ ４  
を オ ン に す る こ と に よ り 、 モ ー タ ２ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 回 転 槽  
１ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 。 ま た 、 脱 水 行 程 で は 、 制 御 部 ５ ０ は  
、 モ ー タ ２ ０ に 流 す 電 流 値 を 洗 い 行 程 の と き よ り も 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 脱 水 行 程 で  
は 、 モ ー タ ２ ０ の ト ル ク を 洗 い 行 程 の と き よ り も 小 さ く す る 。 制 御 部 ５ ０ は 、 脱 水 行 程 に  
お い て 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク  
を 、 洗 い 行 程 に お い て 回 転 槽 １ ２ と パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の モ ー  
タ ２ ０ の ト ル ク よ り も 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 、 実 施 例 の 洗 濯 機 ２ に つ い て 説 明 し た 。 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 の  
洗 濯 機 ２ で は 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 が 、 パ ル セ ー タ ３  
０ が 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 よ り も 大 き い 。 制 御 部 ５ ０ は 、 パ ル セ ー タ ３ ０  
を 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク を 、 パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方 向  
に 回 転 さ せ る 際 の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク よ り も 大 き く す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 回 転 方 向 の 回  
転 ト ル ク を 、 第 ２ 回 転 方 向 の 回 転 ト ル ク よ り も 大 き く す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 回 転 す る と き の 回 転 負 荷 が 大 き い と き に は モ ー タ  
２ ０ の ト ル ク が 大 き く な り 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 回 転 す る と き の 回 転 負 荷 が 小 さ い と き に は  
モ ー タ ２ ０ の ト ル ク が 小 さ く な る 。 こ れ に よ り 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 回 転 す る と き の 回 転 負  
荷 に 応 じ た ト ル ク で パ ル セ ー タ ３ ０ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 洗 濯 物 を し っ  
か り 洗 濯 す る こ と が で き る と 共 に 消 費 電 力 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 の モ ー タ ２ ０ は 、 単 相 誘 導 モ ー タ で あ り 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 １ 回 転 方 向 に 回 転  
す る 際 に 主 コ イ ル と な る 第 １ コ イ ル ２ ２ と 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る 際  
に 主 コ イ ル と な る 第 ２ コ イ ル ２ ４ と を 備 え て い る 。 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き 線 の 巻 き 数 は 、  
第 ２ コ イ ル ２ ４ の 巻 き 線 の 巻 き 数 よ り も 多 い 。 ま た は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き 線 が 第 ２ コ  
イ ル ２ ４ の 巻 き 線 よ り も 太 い 。 こ れ ら の 構 成 に よ れ ば 、 簡 潔 な 構 成 に よ り 、 パ ル セ ー タ ３  
０ を 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク を 、 パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方  
向 に 回 転 さ せ る 際 の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 方 向 を 第 １ 回 転 方 向 か ら 第 ２ 回 転 方 向 に 切  
り 替 え る 際 の 第 １ 非 通 電 期 間 Ｔ ３ を 、 パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 方 向 を 第 ２ 回 転 方 向 か ら 第 １  
回 転 方 向 に 切 り 替 え る 際 の 第 ２ 非 通 電 期 間 Ｔ ４ よ り も 長 く す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 モ ー  
タ ２ ０ の ト ル ク が 大 き い 第 １ 回 転 方 向 に パ ル セ ー タ ３ ０ を 回 転 さ せ た 後 に 、 そ の 回 転 方 向  
を モ ー タ ２ ０ の ト ル ク が 小 さ い 第 ２ 回 転 方 向 に 切 り 替 え る 際 の 第 １ 非 通 電 期 間 Ｔ ３ を 長 く  
す る こ と に よ り 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が モ ー タ ２ ０ の ト ル ク が 大 き い 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 し た  
後 に 、 パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 速 度 を 遅 く す る 期 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、  
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パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 速 度 を 十 分 に 遅 く し て か ら そ の 回 転 方 向 を 第 ２ 回 転 方 向 に 切 り 替 え  
る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 モ ー タ ２ ０ の 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 制 御 部 ５ ０ は 、 脱 水 行 程 に お い て パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際  
の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク を 、 洗 い 行 程 に お い て パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る  
際 の モ ー タ ２ ０ の ト ル ク よ り も 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 脱 水 行 程 に お け る 回 転 ト ル ク を  
、 洗 い 行 程 に お け る 回 転 ト ル ク よ り も 小 さ く す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 脱 水 行 程 に お け る  
消 費 電 力 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 変 形 例 ）
　 （ １ ） 変 形 例 で は 、 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き 線 の 巻 き 数 と 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ の 巻 き 線 の 巻  
き 数 と が 同 じ で あ り 、 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き 線 の 線 径 が 、 第 ２ コ イ ル ２ ４ の 巻 き 線 の 線 径  
よ り も 大 き い 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き 線 の 巻 き 数 が 、 第 ２ コ イ  
ル ２ ４ の 巻 き 線 の 巻 き 数 よ り も 多 く 、 第 １ コ イ ル ２ ２ の 巻 き 線 の 線 径 と 、 第 ２ コ イ ル ２ ４  
の 巻 き 線 の 線 径 と が 同 じ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ２ ） パ ル セ ー タ ３ ０ の 回 転 方 向 に 応 じ て 回 転 ト ル ク の 大 き さ を 変 え る 構 成 は 上 記 の 構  
成 に 限 定 さ れ な い 。 変 形 例 で は 、 モ ー タ ２ ０ と パ ル セ ー タ ３ ０ と の 間 に ギ ア が 設 け ら れ て  
お り 、 モ ー タ ２ ０ の 正 転 方 向 （ 第 １ 回 転 方 向 ） と 逆 転 方 向 （ 第 ２ 回 転 方 向 ） で ギ ア 比 が 異  
な る 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 モ ー タ ２ ０ の 正 転 方 向 （ 第 １ 回 転 方 向 ） と 逆 転 方 向 （ 第  
２ 回 転 方 向 ） で モ ー タ ２ ０ に 流 れ る 電 流 値 が 異 な る 構 成 で あ っ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 パ  
ル セ ー タ ３ ０ を 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク を 、 パ ル セ ー タ ３ ０ を 第 ２ 回 転  
方 向 に 回 転 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 パ ル セ ー タ ３ ０ の フ ィ ン ３ ４ の 形 態 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 １ 回 転 方  
向 の 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 が 、 パ ル セ ー タ ３ ０ が 第 ２ 回 転 方 向 の 回 転 す る 際 の 回 転 負 荷 よ  
り も 大 き く な る 構 成 で あ れ ば 、 弧 状 の 形 態 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 変 形 例 で は 、 洗 濯 機 ２ は 、 洗 濯 物 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 運 転 を 実 行 可 能 な 洗 濯 乾 燥 機 で あ っ  
て も よ い 。 ま た 、 モ ー タ ２ ０ は 、 誘 導 モ ー タ 以 外 の モ ー タ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 変 形 例  
で は 、 モ ー タ ２ ０ と パ ル セ ー タ ３ ０ が 直 結 さ れ て お ら ず 、 ギ ア 等 の 動 力 伝 達 機 構 を 介 し て  
モ ー タ ２ ０ の 駆 動 力 が パ ル セ ー タ ３ ０ に 伝 達 さ れ る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 具 体 例 を 詳 細 に 説 明 し た が 、 こ れ ら は 例 示 に 過 ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 を  
限 定 す る も の で は な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 技 術 に は 、 以 上 に 例 示 し た 具 体 例 を 様 々  
に 変 形 、 変 更 し た も の が 含 ま れ る 。 本 明 細 書 ま た は 図 面 に 説 明 し た 技 術 要 素 は 、 単 独 で あ  
る い は 各 種 の 組 合 せ に よ っ て 技 術 的 有 用 性 を 発 揮 す る も の で あ り 、 出 願 時 請 求 項 記 載 の 組  
合 せ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 本 明 細 書 ま た は 図 面 に 例 示 し た 技 術 は 複 数 目 的 を  
同 時 に 達 成 し 得 る も の で あ り 、 そ の う ち の 一 つ の 目 的 を 達 成 す る こ と 自 体 で 技 術 的 有 用 性  
を 持 つ も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
２ ： 洗 濯 機 、 ４ ： 筐 体 、 １ ０ ： 水 槽 、 １ ２ ： 回 転 槽 、 ２ ０ ： モ ー タ 、 ２ ２ ： 第 １ コ イ ル 、  
２ ４ ： 第 ２ コ イ ル 、 ２ ６ ： コ ン デ ン サ 、 ３ ０ ： パ ル セ ー タ 、 ３ ２ ： 本 体 、 ３ ４ ： フ ィ ン 、  
３ ６ ： 凹 面 、 ３ ８ ： 凸 面 、 ４ ０ ： 電 源 、 ４ ２ ： 第 １ リ レ ー 、 ４ ４ ： 第 ２ リ レ ー 、 ５ ０ ： 制  
御 部 、 ６ ０ ： 給 水 経 路 、 ６ ２ ： 給 水 弁 、 ６ ４ ： 排 水 経 路 、 ６ ６ ： 排 水 弁 、 ８ ０ ： 操 作 パ ネ  
ル
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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